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総 説
抗体を 食べる:卵 黄抗体(IgY)と 感染症 の予防
八 田 一
Eating antibodies: Prevention of infectious disease using IgY
Hajime Hatta
  The IgG found in blood serum of hen is known to transfer to yolk of egg laid by the hen to give 
acquired immunity to the offspring. The antibody in egg yolk has been referred to as IgY. At 
present, a tremendous number of hens are being systematically immunized with several antigens 
(vaccination) to protect the hens from infectious diseases, and managed to lay eggs as scheduled 
for commercial transaction. Hen eggs, therefore, are now considered to be a potential source of a 
large-scale production of antibody  (IgY)  . 
  An important application of IgY is for passive immunization therapy in which the specific 
binding ability to the antigens (pathogens, venoms, etc.) serves to neutralize the biological activi-
ties of those antigens. Passive immunization seems to be one of the most valuable application of 
antibody in which pathogen-specific IgY is administered to individuals to result in prevention from 
infectious diseases. In this article, passive immunization tests using IgY in order to prevent 
rotavirus diarrhea, dental caries, and fish disease are introduced. The antigen-specific IgY has now 
been able to prepare in an industrial scale from eggs laid by the hens immunized with selected an-
tigens. Therefore, eating antibodies (IgY) will be practical for prevention of infectious diseases.
は じ め に
 鶏卵は牛乳 と並び,蛋 白質,脂 質,ビ タ ミン,ミ
ネラルを豊富に含む優れた栄養食品 として世界中で
利用 されてい る。 日本の鶏卵生産量は年間約260万
トン(平 均卵重65gと して約400億 個)で,そ の消
費内訳は家庭用(パ ック卵)に 約50%,業 務用に約
30%,お よび加工用に約20%が 消費 されている。 こ
の生産量や消費の内訳は,こ こ数年間,大 きな変動
がな く安定 している。 日本は国民一人あた り年間約
330個 のた まごを消費す る世界一の鶏卵消費国であ
る。平成7年 度の国民栄養調査に よると,国 民1人
・1日 当た りの卵類摂取量は42.19(68.OKca1に
相当)で,1日 の摂取 エネルギーの3.3%を 鶏卵か
京都女子大学家政学部食物栄養学科
ら摂取 している。 また,栄 養成分の摂取比率でみ る
と,蛋 白質の6.3%,脂 質の7.8%,炭 水化物 の0.1
%,カ ルシュウムの3.9%,鉄 の6.4%,ナ トリウム
の1.1%,ビ タ ミンAの9.5%,ビ タ ミンB1の2.8
%お よび ビタ ミンB2の13.8%が 卵類由来である1も
 このように鶏卵 は我 々の食生活に重要な食品であ
るが,鶏 に とっては次世代を担 う生命 のカプセルで
もある。その中には胚の発生 と発育に必要十分なす
べての物質が含 まれている。事実,受 精卵は,37℃,
21日 間で艀化 して ヒヨコになる。 この艀化条件は細
菌や ウイルスにとって好ましい成育環境であるが,
鶏卵 中にはこれ ら病原体の汚染(感 染)に 対する防
御機能が備わ っている。この感染防御機構のすべて
は解明されていないが,卵 白中の リゾチ ーム,オ ボ






































o mg， 1.25 mgおよび 0.61mg存在する九これら
の抗体は卵中にも見いだされ，卵白には IgMおよ
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図 1 抗体の構造





































表 1 卵黄抗体 (IgY)と晴乳類血液抗体(IgG)の比較
1 )分子量:IgYは約18万， IgGは約15万， H鎖が大きい。 IgYのH鎖定常領域は4個のドメイ
ンからなる (IgGは3個)
2 )等電点:IgYは約6.0，IgGより約pH1単位低い。
3 )熱変性温度:IgYは73.90C，ウサギ IgGは 77.00C。
4) IgYの糖鎖には末端にグルコース基を有するものがある。
5) IgYは晴乳類の補体を活性化しない。
6) IgYはプロテイン Aや G(IgG結合蛋白質)と結合しない。
7) IgYはリュウマチ因子(IgGのFc部分に対する自己抗体)と結合しない。
8) IgYは晴乳類細胞の Fcレセプターと結合しない。



























































































































抗体原料 血 液 鶏卵卵黄
抗体の種類 ポリクローナル IgG ポリクローナル IgY
抗体蛋白量 約 L400 mg (1匹) 約 40，000mg (1羽)
抗 HRV(MO株) 抗体 6 X 106総中和抗体価 600 X 106総中和抗体価
抗 HRV(Wa株) 抗体 38 X 106総中和抗体価 520x106総中和抗体価
抗マウス IgG抗体 700 mg (50%)a) 11， 200 mg (28%) a)
抗インシュリン抗体 o mg ( o%)a) 2， 000 mg ( 5%) a)
a) %は抗原をリガンドとした免疫吸着体に吸着・溶出されたポリクローナル抗体中に占める特異的抗体の
割合。





































































ヒトでは 1~4 型，ゥ、ン，ウマ，ブタでは1， 2型，
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飼育期間(週)
ヒトロタウイルス (HRV)免疫の鶏の卵黄中における中和抗体価の変化
矢印の週(0， 2， 4， 6， 22， 38週)で、免疫注射を行った。
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